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 赤潮の初期群集期（8 月上旬から 9 月上旬）、から赤潮成長・盛期（9 月中旬～10 月中

旬）を網羅した濁度の連続記録の解析結果を示した（図 19）。2021 年 8 月 15 日の 0：00

から 10月 17日の 0：00までの濁度の鉛直分布に日周鉛直移動とおもわれる分布パターン

が見られた。赤点線で示した 41 の事例は暗期に下降し、明期に上昇するという共通パタ

ーンを持った。これらをK. selliformisの鉛直移動を捉えたものと仮定して、データ解析を

行った。 

暗期下降、明期上昇パターンの 41ケースについて、最大到達深度を示した（図 20）。初

期群集期には浅い深度への鉛直行動が散発的にみられた。これは個体群密度が低いため濁

度として見えにくいのかもしれないが、個体群密度が低いため浅い深度までの移動で要求

する栄養塩確保が可能なためかもしれない。赤潮成長・盛期には深い深度への行動が連日

 
図 17 8 月 15 日に北海道沿岸に到達した粒子群の経路（左）と各粒子の経験水温

(右)。右図の灰色点線は十勝沿岸の沿岸表面水温（札幌管区気象台 HP からデー

タを入手） 

 
図 18 3 月 2 日に最も南に移動した粒子の経路（左）と各粒子の経験水温（右）。右図

の灰色点線は十勝沿岸の沿岸表面水温（札幌管区気象台の HP からデータを入

手） 
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認められた。個体群密度の増加のため、個体群維持・拡大のための栄養塩要求を満たすた

めに大深度までの遊泳していることを捉えている可能性がある。 

 
図 19 白糠沖における海底設置型 ADCP で得られた濁度 ABT の連続データ

（2021/8/15-10/15）。赤点丸は夜間に中層に分布したケース。青点丸は日中に中

層に分布したケース。赤潮成長・盛期の中盤～後半は顕著な夜間中層高濁度分布

が認められた。 
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図 20 暗期下降・明期上昇の 41 ケースの最大到達深度 
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